
資料２ 

２０２４（令和６）年度 第１回ＦＤ・ＳＤ研修会 

（第２部）公的研究費の不正使用の防止等について 

１ 理事長（最高管理責任者）からの説明                    １頁 

・不正根絶への強い決意の表明、研究倫理の必要性について     

２ 公的研究費の不正使用防止等の研修について                 ２頁

・「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」に係るコンプライ

アンス教育用コンテンツ（研究者向け）（令和 4年 3月）（文部科学省の HPから）    別冊

・公立大学法人青森公立大学 公的研究費の運営・管理の実施体制           ４頁

・青森公立大学における公的研究費に関する相談窓口、通報窓口について       ５頁

３ 不正行為の事例紹介について                             ６頁 

・旅費の架空請求（カラ出張）及び目的外使用について（四天王寺大学）   

４ 公的研究費に関連する連絡事項について         

・公的研究費ハンドブックの一部変更について 

５ 質疑応答等 
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公的研究費の不正使用防止等の研修について 

文部科学省から「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」（平成 19年
2 月 15 日（令和 3 年 2 月１日改正））が示され、本学においてもこれまでの取組の再点検や体制整備、
これまで以上の厳正な執行・管理が求められております。 

文部科学省「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」（令和３年２月１

日改正）から一部抜粋 

第１節 機関内の責任体系の明確化 
１ 競争的研究費等の運営・管理に関わる責任体系の明確化 
（機関に実施を要請する事項） 
 略 
ウ 最高管理責任者が自ら部局等に足を運んで不正防止に向けた取組を促すなど、様々な啓発活動を
定期的に行い、構成員の意識の向上と浸透を図る。 

第２節 適正な運営・管理の基盤となる環境の整備 
１ コンプライアンス教育・啓発活動の実施（関係者の意識の向上と浸透） 
（機関に実施を要請する事項） 
(１) コンプライアンス推進責任者は、統括管理責任者が策定する実施計画に基づき、競争的研究費等
の運営・管理に関わる全ての構成員を対象としたコンプライアンス教育を実施する。 
(２) コンプライアンス教育の内容は、各構成員の職務内容や権限・責任に応じた効果的で実効性のあ
るものを設定し、定期的に見直しを行う。 
(３) 実施に際しては、あらかじめ一定の期間を定めて定期的に受講させるとともに、対象者の受講状
況及び理解度について把握する。 
(４) これらの内容を遵守する義務があることを理解させ、意識の浸透を図るために、競争的研究費等
の運営・管理に関わる全ての構成員に対し、受講の機会等に誓約書等の提出を求める。 
(５) コンプライアンス推進責任者は、統括管理責任者が策定する実施計画に基づき、競争的研究費等
の運営・管理に関わる全ての構成員に対して、コンプライアンス教育にとどまらず、不正根絶に向
けた継続的な啓発活動を実施する。 
(６) 競争的研究費等の運営・管理に関わる全ての構成員に対する行動規範を策定する。 

公式 HP → 大学案内 → 情報公表 → 公的研究費の不正防止に向けた対策について 

https://www.nebuta.ac.jp/university-information/jouhoukouhyou/kenkyuuhi-huseiboushi-taisaku

①  「公立大学法人青森公立大学における公的研究費の取扱いに関する規程」一部抜粋 

（最高管理責任者） 
第５条 本学の公的研究費の運営・管理を う最 管理責任者は、理事 をもって充てる。
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（統括管理責任者） 
第６条 最高管理責任者を補佐し、公的研究費の運営・管理について機関全体を統括する実質的
な責任と権限を持つ統括管理責任者は、学 をもって充てる。

（コンプライアンス推進責任者） 
第７条 公的研究費の運営・管理において実質的な責任と権限を持つコンプライアンス推進責
任者は、学部 をもって充てる。
２ コンプライアンス推進責任者は、統括管理責任者の指示に基づき、次の各号に定める事項を
行う。 
(1) 学内における対策を実施し、実施状況を確認するとともに、実施状況を統括管理責任者に
報告する。 
(2) 不正防止を図るため、学内の競争的資金等の運営・管理に関わる全ての構成員に対し、コ
ンプライアンス教育を実施し、受講状況を管理監督するとともに、構成員に公的研究費の使用
に関する誓約書の提出を求める。 
（構成員の責務） 
第９条 構成員は、公的研究費は本学により管理される公的資金であることを十分に認識する
とともに、公  学法  森公  学契約事務規程等関係規程及び 動規範を遵守しなければ
ならない。 

②  「公立大学法人青森公立大学における公的研究費の不正防止対策の基本方針」一部抜粋 

（不正を発生させる要因の把握と不正防止計画の策定・実施） 
５ 不正使用に関する要因を調査・把握及び体系的に整理し、不正防止計画の策定・実施を推進
する。 

③ 「公立大学法人青森公立大学における公的研究費の運営・管理に関する行動規範」一部抜粋 

    第５ 構成員は、公的研究費の不正使用が本学におけるすべての教育研究に深刻な影響を与え
ることを 覚し、別に定める公  学法  森公  学における公的研究費の取扱いに関する
規程及び公  学法  森公  学における公的研究費の不正防 対策の基本 針をふまえ
て行動する。 

④ 「公立大学法人青森公立大学における公的研究費の不正防止計画」一部抜粋 

    意識改革及び使用のルール：研究者及び関係者全員に研修会の出席を義務付け、出席しない者 
には公的研究費の申請及び使用を認めないことがある。 
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